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野木町観光大使　赤羽みちえ先生連載第�号

町の人口 10月１日現在
　◇人口　男 １２，５３２人　女 １２，６２９人　計 ２５，１６１人　　◇世帯数 ９，９７５

第41回 産業祭
　町の産業を一堂に集め、町民の方々への紹

介を通して農業・商業・工業の調和のとれた

発展に寄与するため開催します。

　お誘い合わせのうえご来場ください。

問総務課　撒（57）4134

日　時　11月 11日（日）　９時～ 14時
会　場　エニスホール

催し物　・おたのしみ抽選会

　　　　・農産物共進会・即売会

　　　　・工場製品等展示即売会

　　　　・郷土手作り食品即売会　他
　来年小学生になるお姉ちゃんとそんな
お姉ちゃんが大好きな１歳の弟と仲良い
姉弟をおじいちゃん・おばあちゃんは大
好きです。
　いつまでも仲良くね！
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問産業祭実行委員会事務局（産業課内）

撒（57）4240

※詳しくは、別配布のチラシをご覧ください。

蒼
天
見
ゆ

　
主
人
公（
臼
井
六
郎
）の
父
、
臼
井
亘
理
は
、
藩
内
の
権
力
抗
争
か
ら
、
尊
王
攘
夷
派

に
殺
害
さ
れ
た
。
六
郎
十
才
の
時
で
あ
っ
た
。
慶
応
三
年
に
大
政
奉
還
、
こ
の
国
の
流

れ
は
決
定
的
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
慶
応
四
年
に
こ
の
事
件
が
あ
っ
た
の
は
余

り
に
も
悲
劇
的
だ
。
六
郎
は
い
つ
か
き
っ
と
仇
を
討
つ
と
心
に
誓
う
。
雄
伏
十
三
年
、

度
重
な
る
難
局
を
乗
り
越
え
、
本
懐
を
遂
げ
る
。
江
戸
時
代
な
ら
ば
父
親
の
仇
を
討
つ

こ
と
は
美
徳
と
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
六
年
に
仇
討
ち
禁
止
令
が
出
て
今
は
犯
罪
な
の

だ
。
臼
井
六
郎
は
、
終
身
刑
で
服
役
す
る
も
、
大
日
本
帝
国
憲
法
交
付
の
恩
赦
で
明
治

二
十
四
年
、三
十
三
才
で
東
京
集
治
監
か
ら
釈
放
さ
れ
る
。
や
が
て
帰
郷
し
、駅
の
ホ
ー

ム
で
見
上
げ
た
空
は
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。
父
親
の
教
え
「
蒼
天
を
見
よ
」
を
思
い

出
す
。
と
こ
ん
な
あ
ら
す
じ
で
物
語
は
進
み
ま
す
。

　
こ
の
臼
井
六
郎
が
東
京
集
治
監
で
作
業
を
し
た
の
が
、
日
本
初
の
ホ
フ
マ
ン
窯
三
基

で
の
「
煉
瓦
作
り
」
で
す
。
後
に
、
東
京
集
治
監
の
技
術
者
三
名
の
指
導
を
受
け
、
シ

モ
レ
ン
の
ホ
フ
マ
ン
窯
二
基
が
造
ら
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
所
で
す
。
い
わ
ば
東
京

集
治
監
は
シ
モ
レ
ン
の
師
匠
格
の
煉
瓦
会
社
な
の
で
す
。
そ
し
て
本
文
中
に
は
煉
瓦
の

あ
る
風
景
、
煉
瓦
作
り
の
模
様
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
歴
史
的
事
件
と
共

に
著
名
人
を
登
場
さ
せ
、
面
白
い
話
が
満
載
で
す
。
ご
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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